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授 賞 式

「遠山椿吉記念 第６回 食と環境の科学賞」の授賞式・記念講演会・レセプションは、2019（平

成31）年２月５日（火）にホテルメトロポリタンエドモント（東京・飯田橋）にて開催されました。

授賞式には、選考委員の先生方を始め、研究者、報道関係者ほか当法人関係者など、120名近い参列

者が祝福に集まりました。

山田匡通理事長は、まず、受賞者のお二人を祝福し、遠山椿吉博士の先見性に触れ、本賞の重要

性が高まっていくことへの期待を寄せました。

続いて鈴木氏のご研究について、耐性遺伝子が水環境に普遍的に分布することを示し、ワンヘル

スの観点からリスク低減策の提言、予防衛生上の方向性を発信しており、国際的な獣医・公衆衛生

分野で高く評価されるとして深い敬意と祝辞を述べました。

杉山氏のご研究については、エピジェネティック変異原同定法のプロトタイプを世界に先駆け

て開発し、アカネ色素アリザリンを被検物質に同毒性を検知したことは大変大きな業績であり、動

物実験代替法や実用化が期待される点は非常に評価されるとして、今後のさらなる成果を期待し

祝福しました。

最後に、渡邉治雄選考委員長をはじめとする選考委員の厳正な審査についても、深い敬意を表し

ました。

山田匡通理事長より鈴木聡氏（左）に
遠山椿吉賞を授与

杉山圭一氏（左）に山田和江賞を授与
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鈴木 聡先生 受賞コメント

このような栄えある遠山椿吉賞をいただきまして、大変うれしく思っております。

学問はわれわれの生活を豊かにし、役に立たない研究はないと思います。その

中でも特に、私は実用的に人の役に立つ研究を心掛けてまいりました。Ｂ型肝炎

の薬を開発し、そこからソリブジンができ、患者さんのお役に立てたと自負して

おります。また、アコヤガイの大量斃死の原因となるウイルスの分離同定をして

病原性を発見したことで、養殖形態の改善に役に立てていると思います。

2000年に今の愛媛大学沿岸環境科学研究センターに赴任した際、人の健康と環

境の微生物をリンクさせて仕事をしようと考え、この薬剤耐性菌、環境の薬剤耐

性菌の研究を始めました。いろいろな人たちと世界中を調査し、データベースが

できあがり、今回はそれを評価していただきました。

この研究をさらに加速し、人の役に立つ成果を出してまいります。ありがとう

ございました。

＊平成30年度「食と環境の科学賞」授賞式について、詳細は、当法人ホームペー

ジをご覧ください。



平成30年度 事業年報 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 163



164 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 平成30年度 事業年報



平成30年度 事業年報 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 165



166 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 平成30年度 事業年報



平成30年度 事業年報 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 167



168 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 平成30年度 事業年報



平成30年度 事業年報 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 169



170 遠山椿吉賞 水環境における薬剤耐性菌・耐性遺伝子の公衆衛生学的研究 平成30年度 事業年報



平成30年度 事業年報 遠山椿吉記念 第６回 食と環境の科学賞 171

杉山 圭一先生 受賞コメント

この度は、山田和江賞に選考いただき、誠に光栄に存じます。

国民の健康・福祉において、食の安全というのは非常に重要な課題です。エピ

ジェネティックなレギュレーションは、食の安全上不可避な、発がん性に関係す

る機序ですが、このエピジェネティックな変異原の検出系を開発できる可能性を

世界に先駆けて示したことを最大の評価点としていただいたと理解しております。

また、プロトタイプの検出系構築と有用性の証明ができたことを誇りに思います。

今後も食品、環境中の化学物質の毒性評価を続け、皆さまにお届けできる研究

とできるように、当賞を励みに精進してまいります。

この度の受賞につきましては、研究に携わったすべての方々、ご指導、ご鞭撻

いただいた諸先生方、そして研究に専念できる環境を与えてくれた家族に心より

感謝いたします。

＊詳細は、当法人ホームページをご覧ください。
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